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ビジネス・レーバー・モニター特別テーマ調査 

　7割がメンタルヘルスと企業 
　パフォーマンスの関連性を認識 

　　職場のメンタルヘルス対策 
―アンケートと事例からみる最新事情― 

仕事上のストレスで、「心の健康」を損なう人が増えている。このため、メンタルヘルス対策への関
心が急速に高まってきた。今号の特集では「職場のメンタルヘルス対策」について、①社内的な支援
体制によるメンタルヘルス不全の発生予防②心の不健康状態を起こしかけた人の早期発見とカウンセ
リングによる援助③不幸にしてメンタルヘルス不全になった人への復職や復職の支援――を切り口に、
アンケート・事例調査により、企業における対策の最新動向を紹介し、新たな課題を摘出する。 

特集―職場のメンタルヘルス対策 

企
業
調
査 

特集 

　
大
き
く
働
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
仕

事
や
職
業
生
活
で
強
い
不
安
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
労
働
者
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い

る
。
長
時
間
労
働
な
ど
過
重
な
労
働
負
荷
か

ら
精
神
疾
患
を
患
う
ケ
ー
ス
も
増
え
る
な
か
、

企
業
の
安
全
配
慮
義
務
が
問
わ
れ
る
場
面
も

出
て
き
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

企
業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
実
施
し
て

い
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調

査
で
は
、
今
回
の
特
別
テ
ー
マ
と
し
て
「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
を
取
り
あ
げ
、
企
業

モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
対
象
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
対
す
る
取
り
組
み
や
職
場
の
実
態
な
ど

を
聞
い
た
。
そ
の
結
果
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
問
題
を
抱
え
た
従
業
員
は
増
加
傾
向
で
、

多
く
の
企
業
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
生
産

性
の
低
下
や
重
大
事
故
の
発
生
に
関
係
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。 

 

調
査
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
企
業
（
一
〇
三
社
）、

事
業
主
団
体（
五
四
団
体
）、
単
組（
四
二
組

合
）、
産
別（
二
八
組
織
）を
対
象
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
専
用
回
答
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
利

用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
、
〇
五
年
九
月

三
〇
日
〜
一
〇
月
一
八
日
に
実
施
。
回
答
企

業
は
九
五
社
で
、
回
収
率
は
九
二
・
二
％
。

回
答
企
業
を
従
業
員
規
模
別
（
全
従
業
員
）

で
み
る
と
、
一
〇
〇
〜
二
九
九
人
が
三
・
二
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％
、
三
〇
〇
〜
九
九
九
人
が
一
二
・
六
％
、

一
〇
〇
〇
〜
九
九
九
九
人
が
五
〇
・
五
％
、

一
万
人
以
上
が
三
三
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

九
五
社
の
う
ち
、
製
造
業
が
四
七
社（
四
九
・

五
％
）、
非
製
造
業
が
四
八
社（
五
〇
・
五
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
企
業
に
聞
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介
す
る
。 

 

　
密
接
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と 

　
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

　
企
業
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
問
題

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
八
割
超（
八
二
・
一
％
）

が
「
重
要
課
題
の
一
つ
」
と
回
答
、
「
最
重

要
課
題
」
と
す
る
五
・
三
％
を
合
わ
せ
て
約

九
割
の
企
業
が
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る（
図
１
）。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
が
、
生
産
性
の
低

下
や
重
大
事
故
の
発
生
な
ど
、
実
際
の
企
業

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及

ぼ
す
と
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
関

係
が
あ
る
」
と
す
る
企
業
が
四
八
・
四
％
と

約
半
数
を
占
め
、
「
密
接
に
関
係
が
あ
る
」

と
答
え
た
と
こ
ろ
（
一
六
・
八
％
）
を
合
わ

せ
る
と
、
七
割
近
く
の
企
業
が
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
問
題
と
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関

連
性
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
認
め
て
い
る
。

消
極
的
認
識
派
の
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
関

係
あ
る
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
（
一
八
・
九
％
）

を
加
え
る
と
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
企
業
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
関
係
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
は
八
割
以
上
に
及
ぶ
。
一
方
、
「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業
は

一
一
・
六
％
で
、
「
あ
ま
り
関
係
が
な
い
」

と
す
る
と
こ
ろ
は
三
・
二
％
と
な
っ
て
い
る

（
図
２
）。 

 

従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
、

相
談
・
予
防
や
復
職
支
援
な
ど
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
か
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
「
組
織
的
に
制
度
と
し
て
実
施
し
て

い
る
」
が
五
四
・
七
％
と
半
数
を
超
え
て
お

り
、
「
制
度
的
で
は
な
い
が
、
実
施
し
て
い

る
」
が
二
九
・
五
％
と
、
八
割
を
超
え
る
企

業
が
具
体
的
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た（
図
３
）。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
関
係
を
「
密
接
に
関
係
が
あ
る
」
「
関

係
が
あ
る
」
と
考
え
る
企
業
ほ
ど
、
実
際
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
「
組
織
的
な
制
度
と
し
て
実
施
し
て
い

る
」
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の
影
響

を
意
識
す
る
こ
と
が
、
制
度
的
な
取
り
組
み

を
促
す
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
言
え
そ
う
だ
。 

  

上
司
・
同
僚
の
役
割
を 

　
最
も
重
視 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
取
り
組
み
の
具

体
的
な
中
身
で
は（
複
数
回
答
）、
「
階
層
別

の
教
育
・
研
修
」
が
七
〇
・
五
％
と
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
「
社
内
の
相
談
窓
口
・
室

の
設
置
」
が
六
三
・
六
％
、
「
社
外
の
相
談

機
関
・
窓
口
へ
の
委
嘱
」
が
六
〇
・
二
％
の

順
。
こ
れ
に
、
「
従
業
員
の
教
育
・
研
修
」

「
残
業
削
減
な
ど
労
働
環
境
の
改
善
」
「
復

職
後
の
支
援
体
制
整
備
」
「
産
業
保
健
ス
タ

ッ
フ
へ
の
委
嘱
」
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
イ
ン

ト
ラ
な
ど
を
活
用
し
た
周
知
・
啓
発
・
Ｐ
Ｒ

活
動
」
「
心
の
健
康
や
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る

調
査
・
問
診
」
「
担
当
者
の
教
育
・
研
修
」

が
五
〇
％
前
後
（
そ
れ
ぞ
れ
五
六
・
八
％
、

五
六
・
八
％
、
五
二
・
三
％
、
五
二
・
三
％
、

五
二
・
三
％
、
五
一
・
一
％
、
四
六
・
六
％
）

で
続
き
、
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
養
成
」

「
従
業
員
の
家
族
向
け
の
啓
発
・
教
育
」
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
と
も
に
一
七
・

〇
％
と
少
な
か
っ
た（
図
４
）。 

 

「
階
層
別
の
教
育
・
研
修
」
を
実
施
す
る

企
業
が
多
い
こ
と
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
の
担
い
手
に
つ
い
て
、
「
職
場
の
上
司
・

同
僚
」
を
一
番
重
視
す
る
と
考
え
る
企
業
が

も
っ
と
も
多
い
（
四
二
・
〇
％
）
こ
と
と
符

合
し
て
い
る
。
次
い
で
、
「
従
業
員
本
人
の 
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自
己
管
理（
セ
ル
フ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）」
を
第
一

に
あ
げ
る
企
業
が
そ
の
約
半
分
の
二
〇
・
五

％
で
、
自
己
管
理
に
よ
る
予
防
に
期
待
す
る

企
業
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か
る（
図
５
）。

二
番
目
に
重
視
す
る
担
い
手
に
つ
い
て
み
る

と
、
こ
こ
で
も
「
職
場
の
上
司
・
同
僚
」（
三

四
・
一
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
続
い
て
「
産

業
医
等
」
「
人
事
労
務
部
門
」
「
従
業
員
本

人
の
自
己
管
理
」
（
そ
れ
ぞ
れ
、
二
〇
・
五

％
、
一
二
・
五
％
、
一
〇
・
二
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
け
る
職
場
の

上
司
（
管
理
監
督
者
）
の
役
割
に
つ
い
て
聞

い
た
問
い
で
は
、
「
部
下
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
注
意
を
払
う
よ

う
指
示
し
て
い
る
」

企
業
が
七
三
・
九
％

で
最
多
。
「
定
期
的

な
面
談
等
を
通
じ
て

積
極
的
に
部
下
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

を
行
う
よ
う
指
示
さ

れ
て
い
る
」
と
す
る
企
業
も
二
三
・
九
％
と

少
な
く
な
く
、
ほ
ぼ
四
社
に
一
社
が
「
職
場

の
上
司
の
役
割
」
を
明
確
に
位
置
づ
け
て
ケ

ア
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る（
図
６
）。 

  

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が 

　
相
談
の
カ
ギ 

 

多
く
の
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る
社
内
外

の
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
相
談
窓
口
の
設

置
」
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
を
み
る
と
、「
社

内
・
外
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ケ
ア
専
用
窓
口
を

設
け
て
い
る
」
が
六
二
・
五
％
と
も
っ
と
も

多
く
、
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
専
用
で
は

な
い
が
、
社
内
に
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
」

が
一
九
・
三
％
、
「
人
事
・
労
務
担
当
者
が

受
け
付
け
て
い
る
」
が
一
一
・
四
％
な
ど
と

な
っ
て
い
る（
図
７
）。
「
専
用
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
る
」
と
こ
ろ
を
社
内
と
社
外
の
別

で
考
え
る
と
、
「
社
内
の
専
用
相
談
窓
口
」

を
設
け
て
い
る
企
業
は
四
五
・
五
％
で
、
「
社

外
の
専
用
相
談
窓
口
」
を
設
け
て
い
る
企
業

は
四
七
・
七
％
。
社
内
・
外
の
両
方
に
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
専
用
の
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
る
企
業
も
約
三
割
（
三
〇
・
六
％
）

を
占
め
て
い
る
。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
相
談
窓
口
を
う

ま
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

だ
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
一
般
的
な

認
識
が
、
高
ま
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
気
軽
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に
相
談
で
き
る
ほ
ど
敷
居
が
低
く
な
い
の
が

実
情
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
な
い
と
、

本
来
、
相
談
に
来
て
欲
し
い
人
に
来
て
も
ら

え
ず
、
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
な
い
。
で
は
、

相
談
窓
口
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
取
り

扱
い
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
か
。

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
企
業
の
八
割
強

（
八
二
・
九
％
）
が
「
人
事
労
務
担
当
者
を

含
め
社
内
に
知
ら
れ
ず
に
相
談
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
多

く
の
企
業
で
制
度
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
が
図
ら
れ
て
い
る
。
「
人
事
労
務
担
当
者

が
相
談
担
当
者
と
な
っ
て
い
る
」
や
「
人
事

労
務
担
当
者
を
仲
介
し
て
相
談
し
て
も
ら
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
企
業
は
少

数
派
（
そ
れ
ぞ
れ
一
一
・
〇
％
、
六
・
一
％
）

と
な
っ
て
い
る（
図
８
）。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
全
般
に
関
し
て
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
取
り
扱
い
ル
ー
ル
が
ど
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

約
七
割
（
六
九
・
三
％
）
の
企
業
が
「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
（
個
人
）
情
報
全
般
に
関
し
て
定

め
た
ル
ー
ル
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
」
と
回
答
。

多
く
の
企
業
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

関
し
て
も
、
個
人
情
報
保
護
規
程
に
定
め
ら

れ
て
い
る
雇
用
管
理
情
報
に
関
す
る
ル
ー
ル

で
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
通
常
の
個
人
情
報
保
護
規
程
と
は
別
に
、

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
規
程
や

方
針
・
計
画
等
で
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い

る
」
も
一
三
・
七
％
あ
っ
た
。
一
方
、
「
特

段
の
ル
ー
ル
は
な
い
が
、
気
を
付
け
て
対
応

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
」
が
一
五
・
九
％
で
、

「
ル
ー
ル
も
慣
行
も
な
く
、
特
段
の
対
応
を

し
て
い
な
い
」
は
一
・
一
％
と
少
な
か
っ
た

（
図
９
）。 

 

　
進
む
外
部
資
源
の
利
用 

　
近
年
、
従
業
員
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）

や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
、
外
部
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
が
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
の
「
事

業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
心
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
指
針
」
に
も
、
「
事
業
場
外
資
源

の
活
用
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
「
専
門
的
な
知
識
等
が
必

要
な
場
合
に
は
、
適
切
な
事
業
場
外
資
源
か

ら
必
要
な
情
報
提
供
及
び
助
言
を
受
け
る
こ

と
」
や
「
必
要
に
応
じ
て
労
働
者
を
速
や
か

に
事
業
場
外
の
医
療
機
関
及
び
地
域
保
険
機

関
に
紹
介
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
日

頃
か
ら
形
成
し
て
お
く
こ
と
」
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。 

 

外
部
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

六
割
強
（
六
二
・
五
％
）
の
企
業
が
「
す
で

に
契
約
し
て
い
る
社
外
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

活
用
が
進
ん
で
い
る
実
態
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
次
い
で
「
契
約
は
し
て
い
な
い

が
、
リ
ス
ト
化
し
て
お
り
必
要
に

応
じ
て
活
用
で
き
る
」
と
す
る
企

業
が
二
三
・
九
％
で
、
「
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
活
用
で
き
る
か
知
ら
な

い
」
「
活
用
は
考
え
て
い
な
い
」

な
ど
、
活
用
に
消
極
的
な
企
業
は

少
数
（
そ
れ
ぞ
れ
七
・
九
％
、
五
・

七
％
）
だ
っ
た（
図
１０
）。 

  

約

７
割
が
長
時
間
労
働 

　
で
面
談
を
実
施 

 

恒
常
的
な
長
時
間
労
働
が
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
を
引
き
起
こ

す
大
き
な
要
因
と
な
る
こ
と
は
、

良
く
知
ら
れ
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
具
体
的
な
取
り
組

み
で
も
、
「
残
業
削
減
な
ど
労
働

環
境
の
改
善
」
を
上
げ
る
企
業
が

多
か
っ
た
。
実
際
に
、
一
定
時
間

を
超
え
て
長
時
間
働
い
て
い
る
従

業
員
に
対
す
る
相
談
の
義
務
づ
け

な
ど
、
改
善
の
た
め
の
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
約 
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半
数
（
四
五
・
五
％
）
の
企
業
で
「
ル
ー
ル

と
し
て
面
談
を
受
け
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て

い
る
」
と
し
て
お
り
、
制
度
と
し
て
長
時
間

労
働
の
従
業
員
に
面
談
を
義
務
づ
け
て
い
た
。

「
ル
ー
ル
で
は
な
い
が
、
面
談
を
受
け
る
こ

と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
」（
一
九
・
三
％
）
と

合
わ
せ
る
と
、
実
質
的
に
七
割
近
く
が
面
談

体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

「
特
段
、
面
談
を
受
け
さ
せ
る
措
置
は
と
っ

て
い
な
い
」
と
す
る
企
業
も
三
五
・
二
％
と

少
な
く
な
い（
図
１１
）。 

  

ケ
ア
の
成
否
を
分
け
る 

　
職
場
復
帰
プ
ロ
セ
ス 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
、
予
防
と
と
も

に
企
業
の
担
当
者
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の

が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
で
休
職
し
て
い

た
従
業
員
の
職
場
復
帰
の
取
り
扱
い
だ
。
厚

生
労
働
省
が
平
成
一
六
年
に
つ
く
っ
た
「
心

の
健
康
問
題
に
よ
り
休
業
し
た
労
働
者
の
職

場
復
帰
支
援
の
手
引
き
」
で
は
、
職
場
復
帰

を
円
滑
に
進
め
、
業
務
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
「
休
業
の
開
始
か
ら
通
常

業
務
へ
の
復
帰
ま
で
の
流
れ
を
あ
ら
か
じ
め

明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と

し
て
お
り
、
事
業
者
が
行
う
職
場
復
帰
支
援

の
内
容
に
つ
い
て
総
合
的
に
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
復
職
判
定
か
ら
職
場
復
帰
、
継
続
的

業
務
遂
行
サ
ポ
ー
ト
ま
で
一
連
の
職
場
復
帰

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
「
組
織
的
か
つ
計
画

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
、
職
場
復
帰
支
援
に
関
す
る
体
制
や
規
程

の
整
備
と
周
知
が
必
要
だ
」
と
し
て
、
各
企

業
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
求
め
て
い
る
。 

 

職
場
復
帰
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
ル
ー
ル

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、
過
半
数
（
六
〇
・
二
％
）
が
「
社

内
で
復
職
に
関
す
る
手
続
き
ル
ー
ル
が
定
め

ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
お
り
、
残
り
の
四
割

弱
（
三
六
・
四
％
）
は
「
復
職
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
相
談
し
て
や
り
方
を
決
め
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。
特
段
に
組
織
的
な
手
続
き
を

踏
ま
ず
に
、
「
復
職
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

上
司
・
担
当
者
に
任
せ
て
い
る
」
と
い
う
企

業
は
三
・
四
％
と
少
な
か
っ
た（
図
１２
）。 

 

職
場
復
帰
の
可
否
を
判
断
す
る
何
ら
か
の

基
準
が
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
、
「
ル
ー
ル
と
し
て
決
め
て
あ

る
」
が
約
四
割
（
三
六
・
四
％
）
と
も
っ
と

も
多
く
、
「
ル
ー
ル
で
は
な
い
が
、
慣
行
と

し
て
一
定
の
基
準
が
あ
る
」
と
す
る
二
一
・

六
％
を
合
わ
せ
る
と
、
半
分
以
上
の
企
業
が

何
ら
か
の
基
準
を
設
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
そ
の
都
度
検
討
し
て
決
め
る
」
や
、
「
独

自
の
基
準
は
な
く
、
医
師
の
診
断
書
に
従
う
」

と
い
う
企
業
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
一
・
六
％
、

二
〇
・
四
％
と
少
な
く
な
か
っ
た（
図
１３
）。 

  

見
解
分
か

れ
る
復
職 

　
判
定
委
員
会
の
設
置 

 

職
場
復
帰
の
判
断
や
、
職
場
復

帰
支
援
の
手
続
き
、
計
画
づ
く
り

な
ど
を
組
織
的
に
進
め
る
た
め
に

設
け
ら
れ
る
委
員
会
（
「
復
職
判

定
委
員
会
」
な
ど
）
の
設
置
に
つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
設
け
る

考
え
は
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業

が
五
五
・
七
％
と
過
半
数
を
占
め

た
。
た
だ
、
す
で
に
「
設
け
て
い

る
」（
二
二
・
七
％
）
に
、
「
設

置
を
検
討
中（
予
定
含
む
）」（
二
一
・

六
％
）
を
加
え
る
と
四
割
強
と
な

り
、
復
職
支
援
の
た
め
の
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
肯
定
派
と

否
定
派
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る（
図
１４
）。 

 

当
然
、
職
場
復
帰
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
業
務
が

遂
行
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

な
け
れ
ば
、
職
場
復
帰
の
プ
ロ
セ

ス
は
完
了
し
な
い
。
復
職
後
の
面

談
や
助
言
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
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ん
で
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
ル
ー
ル
は

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
産
業

医
や
専
門
担
当
者
等
が
面
談
・
助
言
す
る
」

と
答
え
た
企
業
が
約
六
割
（
五
九
・
一
％
）

と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
社
内
ル
ー
ル

と
し
て
、
一
定
の
期
間
、
産
業
医
や
担
当
者

等
が
定
期
的
に
面
談
・
助
言
す
る
」
と
い
っ

た
、
復
職
後
の
面
談
・
助
言
を
制
度
化
し
て

い
る
企
業
も
二
九
・
六
％
と
少
な
く
な
い
。

「
特
段
の
支
援
措
置
は
と
っ
て
い
な
い
」
や

「
人
事
労
務
担
当
者
や
上
司
（
非
専
門
家
）

の
み
が
定
期
的
に
面
談
・
助
言
す
る
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
六
・
八
％
、
四
・
五
％
と
少
数
派

だ
っ
た（
図
１５
）。 

 

職
場
復
帰
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
は

、

短
時
間
勤
務
な
ど
慣
ら
し
運
転
的
に
仕
事
を

再
開
す
る
「
試
し
出
勤
制
度
（
リ
ハ
ビ
リ
出

勤
制
度
）
」
な
ど
も
、
有
効
な
復
職
サ
ポ
ー

ト
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
試
し
出
勤

制
度
」
が
社
内
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
か
聞
い
た
問
い
で
は
、
「
ル
ー
ル
で
は
な

い
が
、
実
質
上
行
わ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
企
業
が
三
七
・
五
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

「
ル
ー
ル
と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
」（
二
七
・

三
％
）
と
合
わ
せ
る
と
、
六
割
以
上
が
「
試

し
出
勤
制
度
」
を
何
ら
か
の
形
で
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
「
そ
の
都
度
検
討
し
て
対
応

を
決
め
て
い
る
」
は
三
五
・
二
％
と
な
っ
て

い
る
。 

 

  

復
帰
者

７
〜
８
割
が
最
多 

 

こ
こ
五
年
間
で
、
実
際
に
職
場
復
帰
で
き

た
休
職
者
の
割
合
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
七

〜
八
割
程
度
復
職
で
き
た
」
と
す
る
企
業
が

三
三
・
七
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
半

分
程
度
復
職
で
き
た
」
が
二
六
・
三
％
、
「
ほ

と
ん
ど
全
員
復
職
で
き
た（
九
割
程
度
以
上
）」

が
二
二
・
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
半
分
程
度

か
ら
九
割
程
度
以
上
ま
で
に
大
多
数
の
企
業

が
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
「
全
員

復
職
で
き
た
」
「
二
〜
三
割
程
度
復
職
で
き

た
」
「
全
員
復
職
し
な
か
っ
た
」
で
、
そ
れ

ぞ
れ
三
・
二
％
、
三
・
二
％
、
二
・
一
％
と

な
っ
て
い
る（
図
16
）。
復
職
で
き
な
い
休
職

者
が
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
全
員
の
復
職

が
実
現
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
が
現
状
の
よ

う
だ
。 

 

厚
生
労
働
省
の
「
事
業
場
に
お
け
る
労
働

者
の
心
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
指
針
」
で

は
、
企
業
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

を
有
効
に
進
め
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組

み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
基
本
的
な
事
項
を
定

め
た
「
心
の
健
康
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
を

求
め
て
い
る
。
「
心
の
健
康
づ
く
り
計
画
」

を
す
で
に
策
定
し
て
い
る
企
業
は
三
三
・
〇

％
　
だ
が
、
「
策
定
中
」（
一
二
・
五
％
）
と

「
策
定
を
予
定
／
考
え
て
い
る
」
と
こ
ろ

（
四
六
・
六
％
）
を
合
わ
せ
る
と
、
九
割
以

上
が
計
画
の
策
定
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
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「
策
定
す
る
考
え
は
な
い
」
は
七
・
九
％
と

少
な
か
っ
た（
図
17
）。 

  
労
組

や
従
業
員
の
参
加
で 

　
進
む
取
り
組
み 

 

企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
な
ど
の
従
業
員
組

織
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
聞
い
た

と
こ
ろ（
複
数
回
答
）、
「
労
使
の
安
全
衛
生

委
員
会
で
扱
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業

が
四
七
・
七
％
と
最
多
。
次
い
で
「
特
段
の

設
定
は
し
て
い
な
い
が
、
意
見
が
あ
れ
ば
聞

く
」
と
し
て
い
る
企
業
が
三
五
・
二
％
、
「
労

組
等
の
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
る
」
が
三
一
・

八
％
と
多
く
、
「
協
議
（
団
交
な
ど
）
の
テ

ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
」
や
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
専
門
の
委
員
会
等
に
労
組
等
が
参
加

し
て
い
る
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
七
・
〇
％
、
一
二
・
五
％
と
少
な
い
。

ま
た
、
「
ま
っ
た
く
、
参
加
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
」
企
業
は
三
・
四
％
と
な
っ
て

い
る（
図
18
）。 

 

回
答
企
業
の
属
性
を
み
る
と
、
労
組
あ
り

が
八
〇
・
〇
％
、
労
組
な
し
が
二
〇
・
〇
％
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
何
ら
か
の

取
り
組
み
（
検
討
中
含
む
）
を
実
施
し
て
い

る
企
業
の
み
で
み
る
と
、
労
組
あ
り
が
八
三
・

九
％
、
労
組
な
し
が
一
六
・
一
％
と
な
っ
て

お
り
、
若
干
、
労
組
が
あ
る
方
が
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
の
割
合
が
高
い
が
、
ほ
と
ん
ど

労
組
の
有
無
に
よ
る
違
い
は
な
い
と
言
っ
て

よ
さ
そ
う
だ
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取

り
組
ん
で
い
る
企
業
で
は
、
労
組
・
従
業
員

の
参
加
に
つ
い
て
、
労
組
の
な
い
と
こ
ろ
で

も
「
意
見
が
あ
れ
ば
聞
く
」
や
「
労
使
の
安

全
衛
生
委
員
会
で
扱
っ
て
い
る
」
と
す
る
回

答
が
多
く
、
「
ま
っ
た
く
、
参
加
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
」
と
す
る
企
業
は
僅
か
に

な
っ
て
い
る
。 

 

近
年
、
大
き
な
事
故
や
災
害
な
ど
に
よ
る

心
の
傷
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
事
業
場
に
お
い
て
も
、
こ
の

よ
う
な
緊
急
時
に
対
応
し
た
心
の
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
必
要
性
が
重
視
さ
れ
始
め
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
が
指
針
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

「
事
業
場
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り
の
実

施
状
況
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
で
も
、
「
緊
急

時
の
心
の
ケ
ア
」
の
整
備
状
況
が
項
目
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
で
は
、
実
際
に
ど

の
程
度
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
企
業
が
多
く
、
比
較
的
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
の
中
で
も
、

「
対
応
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
従
っ
て
対
応
す
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は

四
・
五
％
と
僅
か
で
、
「
対
応
ル
ー
ル
は
な

い
が
、
そ
の
都
度
相
談
し
て
対
応
す
る
」
が

八
六
・
四
％
と
大
多
数
を
占
め
る
。
ま
た
、

「
特
段
の
組
織
的
対
応
は
考
え
て
い
な
い
」

は
九
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。 

  

メ
ン
タ
ル
不
全
者
の
増
加
が 

　
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
に 

 

こ
の
よ
う
に
、
各
企
業
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な

き
っ
か
け
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
取

り
組
ん
だ
「
き
っ
か
け
」
に
つ
い
て
、
自
由

記
述
で
聞
い
た
回
答
を
整
理
す
る
と
、
「
メ

ン
タ
ル
面
で
問
題
を
抱
え
る
従
業
員
が
、
二

〇
〇
〇
年
以
降
増
加
傾
向
だ
っ
た
た
め
」
「
過

去
に
、
特
定
部
署
で
極
端
な
業
務
繁
忙
が
生

じ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
で
長
期
休
業
者

が
続
発
し
た
こ
と
が
契
機
」
「
Ｏ
Ａ
化
の
進

展
や
、
業
務
量
増
加
、
人
員
削
減
な
ど
に
よ

り
、
心
身
の
不
調
を
訴
え
、
長
期
欠
勤
す
る

者
が
出
て
き
た
た
め
」
な
ど
、
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
全
を
患
っ
た
従
業
員
の
増
加
」
を

あ
げ
る
企
業
が
約
七
割
を
占
め
て
も
っ
と
も

多
く
な
っ
て
い
る
。 

 

次
い
で
、
「
厚
生
労
働
省
の
施
策
を
は
じ

め
、
社
会
全
体
の
関
心
の
高
ま
り
」
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
企
業
倫
理
が
よ
り
重
視
さ
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れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
、
長
時
間
労
働
と
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
係
が
社
会
問
題
化
し
た

た
め
」
な
ど
、
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
を
あ

げ
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
「
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進
な
ど
に
よ
る
職
場
環

境
の
変
化
や
、
新
規
採
用
の
抑
制
に
よ
る
年

齢
構
成
の
偏
り
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
問

題
が
起
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
か
ら
」
「
合

理
化
を
進
め
る
過
程
で
、
従
業
員
一
人
ひ
と

り
に
か
か
る
負
荷
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
ケ
ア
の
必
要
性
が
生

じ
た
か
ら
」
な
ど
、
職
場
環
境
の
変
化
に
よ

る
従
業
員
の
負
荷
の
増
加
を
指
摘
す
る
企
業

も
あ
る
。 

 

ま
た
、
「
公
益
企
業
と
し
て
、
社
員
に
よ

る
異
常
行
動
や
ミ
ス
が
顧
客
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
」
な
ど
、
業
務
上
の
ミ
ス
が
大
き

な
事
故
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取
り
組

み
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
「
従
前
か
ら
従

業
員
の
健
康
管
理
（
安
全
衛
生
）
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
た
」
や
「
企
業
の
リ
ス
ク

管
理
の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
始
め
た
」
な

ど
の
回
答
も
見
ら
れ
る
。 

  

ま
だ
ま
だ
低
い
職
場
の
認
識 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
進
め
る
う
え
で

の
課
題
に
つ
い
て
は（
自
由
記
述
）、
「
社
内

的
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
自
体
の
概
念
が
浸
透

し
て
お
ら
ず
、
認
知
さ
れ
て
い
な
い
」
「
職

員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
の
重
大
性
に
対

す
る
認
識
が
薄
い
」
「
理
解
が
人
に
よ
っ
て

か
な
り
異
な
る
」
な
ど
、
職
場
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
自
体
に
関
す
る
認
識
の
低
さ
を
指
摘

す
る
企
業
が
多
い
。
と
く
に
、
職
場
で
の
取

り
組
み
で
重
要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る

管
理
職
に
つ
い
て
は
、
「
病
状
の
気
づ
き
で

は
、
直
属
の
上
司
が
キ
ー
マ
ン
。
観
察
力
な

ど
、
気
付
く
能
力
の
修
得
が
必
要
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
も
重
要
な
課
題
で
、
「
職
場
で
の
対
応

に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
、
誰
に
情
報
を
伝
え

る
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
の
関
係
か

ら
判
断
が
難
し
い
」
「
社
内
で
の
相
談
機
能

を
高
め
た
い
が
、
個
人
情
報
保
護
と
両
立
さ

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
」
「
会
社
の
安

全
配
慮
義
務
と
本
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の

バ
ラ
ン
ス
確
保
が
困
難
」
な
ど
の
指
摘
が
あ

っ
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
「
本
人
の
気
づ
き
と
、
復
職

に
つ
い
て
の
自
ら
の
理
解
が
課
題
」
や
「
手

厚
い
保
護
制
度
に
よ
っ
て
本
人
の
回
復
意
欲

が
削
が
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
な
ど
、
セ
ル
フ

ケ
ア
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
」
な
ど
、
セ
ル

フ
ケ
ア
の
難
し
さ
も
課
題
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
専
門
家
が
、
取
り
組
み

を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
と
指
摘
す
る

「
対
策
の
効
果
が
目
に
見
え
る
形
で
表

せ
な
い
」
「
費
用
対
効
果
の
評
価
が
難

し
い
」
な
ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。 

  

８
割
が
さ
ら
に
深
刻
に 

　
な
る
と
予
測 

 

で
は
、
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
が

職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
実

態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か

を
み
て
み
よ
う
。
現
在
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
全
に
よ
る
休
職
者
の
数
に
つ
い
て
、
従
業

員
規
模
と
の
比
較
で
み
た
場
合
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
六
割
を
超

え
る
企
業
（
六
四
・
二
％
）
が
「
規
模
か
ら

考
え
て
不
自
然
で
は
な
い
」
と
回
答
し
、
も

っ
と
も
多
か
っ
た
。
次
い
で
、
「
規
模
か
ら

み
た
ら
少
な
い
」
と
す
る
企
業
が
一
〇
・
五

％
、
「
規
模
に
比
し
て
や
や
多
い
」
と
答
え

た
と
こ
ろ
が
八
・
四
％
、
「
規
模
か
ら
み
た

ら
や
や
少
な
い
」
が
七
・
四
％
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
に
よ
る
休

職
者
が
「
ま
っ
た
く
い
な
い
」
と
回
答
し
た

企
業
は
六
・
三
％
と
な
っ
て
い
る（
図
19
）。 

 

休
職
し
た
従
業
員
の
相
対
的
な
数
で
は
、

多
く
が
「
不
自
然
で
は
な
い
」
と
し
た
も
の

の
、
こ
こ
五
年
程
度
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

問
題
を
抱
え
た
者
の
増
減
を
み
る
と
、
「
や

や
増
え
た
」
と
す
る
企
業
が
五
五
・
八
％
と

最
多
で
、
「
増
え
た
」
と
み
る
二
二
・
一
％

を
合
わ
せ
る
と
、
約
八
割
の
企
業
で
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
全
者
が
増
え
た
と
回
答
し
て
い

る
。
「
ほ
ぼ
同
じ
」
と
す
る
の
は
一
二
・
六

％（
図
20
）。 

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
め
ぐ
る
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
過
半
数
の
企
業
（
五
三
・

七
％
）
が
「
や
や
深
刻
に
な
る
」
と
感
じ
て

お
り
、
「
深
刻
に
な
る
」
と
す
る
二
二
・
一

％
を
加
え
る
と
、
状
況
が
厳
し
く
な
る
と
考 
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え
て
い
る
企
業
は
八
割
近
く
を
占
め
る
結
果

と
な
っ
た
。
残
り
の
約
二
割
は
「
ほ
ぼ
現
状

の
ま
ま
」
と
み
て
お
り
、
改
善
す
る
と
回
答

し
て
い
る
企
業
は
「
や
や
改
善
す
る
」
の
僅

か
二
・
一
％
に
と
ど
ま
っ
た（
図
21
）。 

  

課
長
職
直
前

に 

　
集
中
す
る
休
職
者 

 

こ
こ
五
年
程
度
の
間
で
、
ど
の
階
層
に
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
に
よ
る
休
職
者
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
か
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

主
任
や
補
佐
な
ど
課
長
職
直
前
の
「
若
年
層

後
期
」
と
の
回
答
が
五
四
・
七
％
と
半
数
を

超
え
た
。
次
い
で
、
「
若
年
層
前
期
（
役
職

な
し
、
新
卒
入
社
一
〇
年
程
度
ま
で
）
」
が

二
五
・
三
％
、
「
課
長
職
」
が
八
・
四
％
な

ど
と
な
っ
て
お
り
、
休
職
者
の
発
生
が
「
若

年
層
後
期
」
に
集
中
し
て
い
る
様
子
が
分
か

る（
図
22
）。
役
職
階
層
別
の
仕
事
の
負
荷
の

状
況
を
、
こ
こ
五
年
程
度
で
眺
め
る
と
、
も

っ
と
も
負
荷
が
高
ま
っ
た
の
は
、
「
課
長
職
」

の
四
四
・
二
％
で
、
そ
れ
に
「
若
年
層
後
期
」

が
三
七
・
九
％
と
並
ぶ
。
他
の
「
部
長
職
」

「
若
年
層
前
期
」
を
あ
げ
る
企
業
は
、
そ
れ

ぞ
れ
七
・
四
％
、
四
・
二
％
と
少
な
い（
図

2３
）。 

 

長
時
間
労
働
や
過
剰
な
責
任
な
ど
の
仕
事

の
負
荷
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
を
引
き

起
こ
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
る
が
、
階
層
別
に
み
た
仕
事
の

負
荷
の
状
況
と
、
実
際
の
休
職
者
の
発
生
を

み
た
場
合
、
必
ず
し
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
と

は
言
え
な
い
よ
う
で
、
「
課
長
職
」
の
仕
事

の
負
荷
が
高
い
と
回
答
し
た
企
業
で
も
、
実

際
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
に
よ
る
休
職
者

で
は
「
若
年
層
後
期
」
が
多
い
と
し
た
と
こ

ろ
が
半
分
以
上
あ
り
、
「
課
長
職
」
と
し
た

の
は
一
割
に
も
満
た
な
い
。
こ
の
た
め
、
も

っ
と
も
休
職
者
が
発
生
し
た
階
層
と
し
て
「
課

長
職
」
と
回
答
し
た
企
業
は
僅
か
だ
が
、
実

際
の
休
職
者
の
人
数
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
だ
。 
 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
の
発
生
に
も
っ
と

も
関
係
し
て
い
る
要
因
は
何
か
と
の
問
い
で

は
、
「
仕
事
の
責
任
の
ス
ト
レ
ス
」
が
二
六
・

三
％
　
と
ト
ッ
プ
で
、
次
い
で
僅
差
で
「
職

場
の
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
」
（
二
五
・
三

％
）
が
あ
が
っ
た
。
続
い
て
、
「
職
場
の
環

境
変
化
の
ス
ト
レ
ス
（
企
業
再
編
な
ど
大
き

な
変
化
）」（
一
七
・
九
％
）、「
仕
事
の
量
の

ス
ト
レ
ス
」
（
一
〇
・
五
％
）、「
本
人
の
問

題
に
起
因
す
る
ス
ト
レ
ス
」（
一
〇
・
五
％
）

の
順
。
「
家
庭
の
問
題
に
起
因
す
る
ス
ト
レ

ス
」
「
仕
事
の
評
価
の
ス
ト
レ
ス
」
を
あ
げ

た
企
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
・
二
％
、
二
・
一

％
と
僅
か
だ
っ
た（
図
2４
）。 

（
調
査
部
・
主
任
調
査
員
　
郡
司
正
人
） 


